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• XDDPの変更３点セット

– USDM、TM、変更設計書の順だか変更設計
書の利用が特に少ない

• 理由

– 仕様書を読んでプログラミングするから

– 詳細な設計書を書かなくても、変更には困ら
ないから

• アプローチ

– バグ票と変更設計書って、似ているじゃな
い？

– バグ票が書ければ、変更設計祖の利用は増え
るんんじゃない？

– バグ票→TM→変更設計書→…→XDDP

– バグ票を調査

• バグ票はあまり書かない

• 書く内容は少なく、分析につかえない

• 上司が影響範囲の調査を必須としてい
る

– バグ票の定着が必要

XDDP利用状況ｱﾝｹｰﾄ比較 2016年(横浜)：2017年(大阪)：2018(横浜)

(変設 0707) 

変更設計書 

プロジェクト名 XDDP プロジェクト 作成日   2007 年 7 月 10 日  

ソース名／ 

 タスク名 

RectCalPart1.c 作成者    

修正者  □修正 

変更要求仕様 計算の基準が設定値だけの状態から、一

時的に基準値を変更できるようにする 

確認者  □確認 

＃CAL.01.2 見積り行数 35 見積り時間 30 

変更行数   作業時間  

 

■修正方針 

特になし 

■データ構造の変更 

なし 

■関数呼び出し構造の変更 

iConvRectAll のモジュールの凝集度が悪化するのを回避するために、この中の処理を一部分離し、新しく

（iConvRectSub）の関数を設けて、そこに関連する処理を移して、基準値の変更処理をそこで実現する。その他の

下位モジュールには変更は無い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■関数外の変更 

項目＃ 変 更 内 容  予想行数  

１ 関数名変更（iConvRect → iConvRectAll）にともなって定義を変更する １ □ 

２ 分離独立する関数（iConvRectSub）の定義を追加する １ □ 

 

■関数の変更              

関数名 iConvRectAll (Vert, Rect, Base)  ■変更、□追加、□削除 

変更内容： 

項目＃ 変 更 内 容  予想行数  

１ 関数のパラメータに、前回の基準値を表す情報（Base:int）を追加する。 １ □ 

２ 計算前に、測定関係設定情報（TblSetInf）の「Kijun」から基準値を取り出してい

る処理を切り出して、新しい関数（iConvRectSub）に分離し、Base の値をその関

数に引き継ぐ。関数からの戻り値を新しい「基準値」として計算する。その後の

計算式に変更はない。 

７ □ 

3 iConvRectSub の関数仕様書は、この変更設計書に添付する。 20 □ 

 

 

iConvRectAll 

iConvRectSub 

新たに作られる関数

は、別に「関数仕様・

設計書」を用意する。 
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• 月１回の研究会で

• 各人ぉ導入したい事例、マフィアオファーやVPキャンパスを書いてもらいトレーニング

「T1研究会 障壁の克服方法」の活動について

■導入手順プラクティス

誰も反対できない目的を立てる

(工数削減・品質向上・残業ゼロ)

XDDPを理解してもらう

頻繁に現場に出向いて話を聞く現場の信頼を得る

勉強会セミナー開催(社内/社外)

ハードルを下げる

導入目的を理解してもらう

現状困っている人に勧める

同じ目線に立つ

現場と同じ立場であることを理解してもらう

各種テンプレートを用意する

支援ツールを用意する

導入効果を数値化する

コンサルティング(社内/社外)

ガイドラインを用意する

『ながら作業置換表』

『VPキャンパス』

関係者の合意を得る

リーダー(キーマン)を育成する 疑問・質問・問題には個別対応

揺るがぬ信念を持つ

導入する目的を明確にする

仲間を集める

『マフィアオファーシート』

情報共有の場を設ける

試しにやってみる

(スモールスタート )

導入効果を調査する

説得する

導入前後のメトリクスを計測して比

較する

組織に広める

役員を巻き込む

継続的改善

XDDP

①集合教

育

②ツール

③コンサ

Gain Creators(利得の増加)

・派生開発に最適化したプロセ

ス

・バグを埋め込まない仕組み

（XDDP３点セット）、修正箇所の

提供側(提供可能な価値) 受益側(望んでいる価値)

・ユーザークレーム
-改造影響により動かない

-頼んだことと違う

・リリース遅延

・既存部分の品質の維持

・追加機能の実現

・納期遵守

・開発力向上
Job (業務)

VPキャンバス （XDDPの場合）

バグ修正、機能

を追加、変更す

る

ソフトウェア開発

Product

・改造影響箇所の抽出

・顧客要求の認識もれ防

止

・作業の最適化

■抵抗の6階層に分類した障壁
T1研究会メンバーから出された意見

・納期に遅れたことはないので問題ない（どんなにデスマーチだったとしても）

・生産性は十分良いと思っているし、品質も十分だと思う（薄々悪いと思って
いても大きな問題と思わない）
・手当たり次第にコーディングするようなことはしていないし手戻りは起きてい
ない（把握できていない）
・今、その方法を取り入れることが最善策なのだろうか、いまの方法でまだ改
善できるのでは。
・自分のPJにはほかに大きな問題があるのでは、全体を見たうえで、優先度
を考えて動きたい
・誰がどううれしいのか、人件費の比較的安い中国の生産性が上がっても、コ
ストの高い日本の社員の工数が増えては元も子もない
・今の方法でそんなに悪くもない、考え方だけもらって、今のやり方を改善し
たらいいのでは

・XDDPを実践することで、工数が削減できると思わない

・うちのシステムは特殊だから、XDDPの考え方は合わないと思う

・組み込みにしか効かないんじゃないの？

・効果があるかどうかがわからない。慣れ親しんだ開発方法を変えるほどの
効果が見込めない。

・TMを使って俯瞰できるような規模のシステムではないと思う

・USDMは画面の開発には向かないんじゃない？無理に日本語に表現するより
画面見せたほうが早いでしょう

・USDMだと日本語表現だけではお客様には理解しにくいのではないか

・3点セットを作成することで、むしろ工数が増える気がする

・慣れ親しんだ開発方法を変えて、もし障害が増えたらと思うと踏み切れな
い

・コーディングを留保して、納期に間に合わないか心配

・社内標準から外れるため実施できない
　（みんなで同じ方法で開発しなかったら、いろんなやり方を覚える必要があ
るし人の柔軟な配置が出来なくなる）
・技術不足で実施できないと言われた（難しそうだし、うちの社員に使いこな
せないのではないか）
・上流をしていた人が下流にもっと踏み込むようなことになるからスキルが
マッチしなくなるのではないか

・開発方法を変えることに関係者全員が納得するとは思えないその結果起こ
る未知のこと
への恐怖

抵抗の6階層 派生開発カンファレンス2015で来場者に頂いた意見

解決の方向性
に合意できな
い

解決策
（X DDP)で解決
できると思わ
ない

X DDPを実行す
るとマイナスの
影響が生じる

X DDPの実行を
妨げる障害が
ある

問題を認めな
い

解決は

熱意？！

論理には解決できない

USDMで失敗した

日本語を書きたくない

設計書が役に立たない

XDDPの○○が面倒

効果が見えない、説明できない

工数増、コスト増

時間がとれない

先生がいない

自分がずっと担当する

トラブルに原因は無いと思っている

成功したプロセスでないと怖い

現状を抜け出せない

客が理解できない

XDDPをすることにより成果物が増える

社内標準を変えられない

客のダメ出し

完璧すぎる

上司が成果を期待しすぎる

責任追及

実績がない

今のままでよい

論
理
的
に
解
決
で
き
る

トップダウン

ボトムアップ

スルー



© 2019 派生開発推進協議会 T1/T3研究会

「T3 XDDP入門」の活動について

今年度は、次のような「XDDPの基本」を作成しました。

上記の内容をもとに小冊子を作成する予定です。


